
令和 4 年度第 2 回 西宮市健康増進計画・食育推進計画推進会議 議事要旨 

 

日 時：令和 5年 2月 20 日（月）午後 2時～3 時 30 分 

場 所：西宮市勤労会館 第８会議室 

出席者：内藤委員長、川﨑副委員長、朝倉委員、石飛委員、川上委員、岸本委員、齊田委員、澤田委員、

白石委員、髙尾委員、坪内委員、山内委員（敬称略、五十音順） 

 

（事務局） 

町田健康福祉局長、福田保健所長、村尾保健所副所長、園田保健所副所長 

国民健康保険課 鴛海課長  高齢者医療保険課 岡課長   地域共生推進課 島村課長  

教育研修課 木田課長 学校保健安全課 濱本課長  

食肉衛生検査所 梅田所長 食品衛生課 松本課長、藤田係長 

地域保健課 中東担当課長、樋口係長  

健康増進課 反田課長、川崎担当課長、向井係長、永嶋係長、安土栄養士 

福永歯科衛生士、北原保健師、吉本保健師 小坂保健師 池澤保健師 

ジャパンインターナショナル総合研究所（ジャパン総研） 宮川 

 

【資料】 

議事次第 

資料１ 令和 3・4年度健康づくりに関する事業状況一覧 

資料２「新・にしのみや健康づくり 21（第 2 次）西宮市健康増進計画」活動指標一覧 

資料３ 令和 3・4年度食育・食の安全安心推進事業状況一覧 

資料４ 「西宮市食育・食の安全安心推進計画」活動指標評価シート 

資料５ 令和4年度健康づくり及び食育に関する新規事業及びコロナ禍における取組みについて 

資料６ 両計画最終評価スケジュール 

資料７ 西宮市健康増進計画、食育・食の安全安心推進計画 アンケート調査概要 

 

１．開 会 

林委員欠席。 

出席委員 12 名。欠席委員 1 名につき会議の成立の確認。 

傍聴者なし。 

 

２．議 事 

（１）「新・にしのみや健康づくり 21（第２次）西宮市健康増進計画≪中間見直し版≫」に基づく

今年度の取り組み報告について 

（２）「西宮市食育・食の安全安心推進計画≪中間見直し版≫」に基づく今年度の取り組み報告に

ついて 

事務局より、資料 1～資料 5 について説明。 

 

＜ご意見＞ 

副委員長：資料 5の 1 について、パンフレットを持った患者が来るが、禁煙の補助薬が市場にないと 



いう状況で困っている。難しい時期に事業を始めたなと思う。 

A 委員：色々な薬が手に入らない状況だ。メーカーにどれだけの薬を市場に回してもらえるかという

ことが大きい。メーカーの協力が欠かせない。 

副委員長：市の取組は良いものだが、周辺状況を見極めて再スタートした方が効果的ではないかと思 

う。薬が手に入りにくい現状では空回りになりかねず、もったいないと思う。 

委員長：禁煙についてやる気になっている人をつなぎとめる必要がある。啓発について、講演会も大 

事だが、参加者は健康に関する意識が高いと思う。本当に届けたい人は無関心層であり、届 

かないと思われる。無関心層対策についてお伺いしたい。 

事務局：難しい問題だと思う。コロナで十分にできなかった事業の立て直しを図るとともに、SNS 等

のプッシュ型の取組を活用しないといけないと感じている。できるだけ無関心層に関心を持

ってもらえる取組を考える必要がある。 

委員長：健康日本 21ではソーシャルキャピタルが掲げられている。強制するのはよくないが、見守り 

のような形で全ての市民を視野に入れたアプローチが必要だと思う。 

B 委員：健康ポイント事業について、次年度は対象年齢を拡大するとある。事業が多種多様にわたっ 

ている中、健康ポイントの対象事業を広げることで参加者が増えると思う。動機づけとして効 

果があるので、今後も検討をお願いしたい。 

事務局：事業者とも検討しているところであり、所管課と調整したい。 

 

（３）西宮市健康増進計画・食育推進計画の最終評価および次期計画策定のスケジュールについて 

事務局より、資料６について説明。 

 

＜ご意見＞ 

 委員長：国や県のスケジュールとの連携はどのように考えているか。 

事務局：健康増進について、国の計画は市と同じように令和６年から始まる予定。現時点で示されて

いる骨子を参考に策定したい。県は令和５年度からの計画を策定していることから、県の新

しい計画を次期計画の参考としたい。 

食育については国の第４次計画が令和３年度より始まっているため、参考にしたい。県は今

年度より新計画を進めているため、参考にしたいと考えている。 

 

（４）アンケート調査の結果概要報告について 

事務局より、資料７について説明。 

 

＜ご意見＞ 

委員長：データを見てからのご意見になるかと思う。前回の回収率についてはいかがか。 

事務局：健康は 36.1％だった。 

委員長：他市町も同様の状況だ。回答した人は健康に関する意識が高い可能性がある。国保の統計 

等を活用し、総合的に判断する必要があると思う。 

 

３．閉 会 


